
面にも掲載しています
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日曜日 先勝
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名称は 退位の礼

2019年４月 日に決まった

天皇陛下退位の際の儀式につ

いて、政府が名称を「退位の礼」

とする方向で調整していることが

２日、政府関係者への取材で分か

った。退位の儀式は江戸時代の光

格天皇以来、約200年ぶり。

がん患者雇用支援不十分 ３
鳥取県警 日馬を再聴取 ３
習氏 尖閣で軍事行動明言 ４
中学生 ＳＮＳの危険議論
笹子事故遺族が追悼ライブ

帰
り
道
置
き
物
み
た
い
な
ね
こ
が
い
た

（
前
橋
桂
萱
東
小
５
年

田
中

沙
羅
）

☆
置
き
物
み
た
い
な
ネ
コ
が
い
た
場
所

は
、
日
が
当
た
っ
て
居
心
地
が
よ
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
道
端
で
は
い

ろ
い
ろ
な
光
景
に
出
合
え
ま
す
。（
佐
）

全國郵便局では來る二十日から廿

九日迄年賀 の特別取扱ひ（略）今

年は多年要望されてゐた年賀郵便電

報と言ふのを十二月三十日から一月

六日迄取扱ふ事となつた（略）前橋

郵便局でも之れが準備を進めて居る

昭和初期の師走 年賀状の取り扱

いに向けた準備状況や 新たに導入

される 年賀郵便電報 について当時

の前橋郵便局長に取材し 紹介して

いる 電報は文例を示し 料金は 同

一市町村内相互間十五錢 とある 今

年も間もなく年賀郵便のシーズン

ただ インターネットやＳＮＳ 会員

制交流サイト が普及した近年 年賀

状の扱い規模は減りつつある

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

紹介された記事が掲

載された紙面は、こち

らよりご覧いただけま

す。 創刊130周年上毛

新聞プレーバック

あ
か
ぎ
国
体
か
ら

年
目
と
な
る
２
０

２
８
年
の
国
体
が
、

本
県
で
開
か
れ
る
。

選
手
強
化
の
中
心
と

な
る
県
ス
ポ
ー
ツ
協

会
は

年
後
の
地
元
国
体
成
功

を
目
指
し
、
す
で
に
動
き
だ
し

た
▼
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

ま
ず
、
今
年
の
愛
媛
国
体
終
了

後
に

競
技
力
検
討
会
議

を
開

い
た
。
こ
れ
ま
で
は
国
体
終
了

後
、
競
技
団
体
関
係
者
を
集
め

て

反
省
会

を
行
っ
て
い
た

が
、
競
技
別
に
指
導
者
の
本
音

を
協
会
役
員
が
直
接
聞
き
取
る

形
に
変
え
た
▼
指
導
者
の
現
状

や
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
、
選
手
強
化

の
た
め
の
組
織
体
制
策
な
ど
を

話
し
合
っ
た
。
基
盤
整
備
や
必

要
な
支
援
に
つ
い
て
の
情
報
を

共
有
す
る
の
が
目
的
で
、
冬
季

競
技
を
除
い
た

競
技
団
体
と

中
学
体
育
連
盟
、
高
校
体
育
連

盟
を
招
い
た
▼
と
り
わ
け
、

〜

年
後
に
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
を
担
う
中
学
生
、
高
校
生

が
所
属
す
る
両
連
盟
と
の
意
見

交
換
は
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
だ

▼
各
団
体
か
ら
は
「
遠
征
費
が

か
か
り
す
ぎ
る

小
学
校
で
活

躍
し
た
子
が
中
学
、
高
校
で
飛

躍
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
長
い

目
で
見
る
べ
き
だ

協
会
と
強

力
な
連
携
が
必
要

な
ど
率
直

な
意
見
が
聞
か
れ
た
。
海
野
俊

彦
選
手
強
化
委
員
長
は
「
問
題

点
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
来

年
以
降
も
継
続
し
て
い
く
」
と

強
調
す
る
▼
「
十
数
年
後
を
見

据
え
る
」
。
先
の
話
に
聞
こ
え

る
が
、
選
手
育
成
は
一
朝
一
夕

に
は
成
就
し
な
い
。
２
巡
目
の

成
功
、
さ
ら
に
は
そ
の
先
の
本

県
ス
ポ
ー
ツ
界
の
発
展
を
に
ら

ん
だ
、
協
会
の
役
割
は
重
い
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

２
０
１
７
・

・
３

茂
木

知
子

高
崎
市

山
口

和
之

渋
川
市

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
お
き
り
こ

み
は
本
県
を
代
表
す
る
伝
統
食
。

講
談
社
を
創
業
し
た
野
間
清
治
は

雑
誌
王

と
呼
ば
れ
た
。

み
ど
り
市
の
な
が
め
公
園
で
は
毎
年

秋
、
関
東
菊
花
大
会
が
開
か
れ
る
。

近
藤

義
秋

伊
勢
崎
市
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む
む
む
む
む
む
む

群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

高
校
生
初

未
来
の
芽
育
つ

歴
史
的
な
ま
ち
並
み
と
雄
川
堰
が

調
和
す
る
甘
楽
町
小
幡
地
区

建
物
や
広
告
を
規
制

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

■
高
さ
や
色
に
基
準

県
内
で
は
伊
勢
崎
市
が
２
０

０
７
年
に
初
め
て
景
観
計
画
を

策
定
し
た
後
、
他
の
市
町
村
が

続
い
た
。
世
界
遺
産
の
富
岡
製

糸
場
や
妙
義
山
、
貫
前
神
社
が

あ
る
富
岡
市
は

年
に
計
画
を

作
り
、
重
要
区
域
の
製
糸
場
周

辺
と
そ
れ
以
外
の
市
全
域
に
分

け
、
建
築
物
の
高
さ
や
色
彩
の

■
誘
客
に
効
果

基
準
を
定
め
た
。

同
市
は
景
観
条
例
や
屋
外
広

告
物
条
例
も
設
け
、
基
準
に
適

合
し
な
い
建
築
を
制
限
し
て
い

る
。
市
都
市
計
画
課
は
「
す
ぐ

に
（
不
適
合
の
）
民
家
や
商
店

の
建
て
替
え
が
進
む
わ
け
で
は

な
い
が
、
徐
々
に
効
果
が
表
れ

る
だ
ろ
う
」
と
期
待
す
る
。

よ
り
厳
し
い
基
準
が
適
用
さ

れ
る
製
糸
場
近
く
で
煎
餅
店
を

営
む
石
井
理
さ
ん

は
「
規

制
は
必
要
だ
が
、
計
画
だ
け
で

ま
ち
並
み
は
守
れ
な
い
。
住
民

側
も
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
」
と
受
け
止
め
る
。

草
津
町
は
住
民
主
導
で
４
年

ほ
ど
か
け
、

年
に
計
画
を
策

定
し
た
。
五
つ
の
温
泉
街
ご
と

に
景
観
ル
ー
ル
を
作
り
、
町
の

計
画
に
反
映
さ
せ
た
。
町
企
画

創
造
課
は
「
住
民
の
思
い
が
形

に
な
り
、
そ
の
結
果
、
み
ん
な

で
景
観
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識

が
生
ま
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。

町
中
心
部
の
湯
畑
は
今
年
、

国
の
文
化
審
議
会
で
国
名
勝
へ

の
指
定
が
答
申
さ
れ
、
ア
ジ
ア

都
市
景
観
賞
に
も
輝
い
た
。
町

が
景
観
づ
く
り
を
始
め
た

年

に
２
６
５
万
人
程
度
だ
っ
た
観

光
客
が
現
在
は
３
０
０
万
人
超

と
な
る
な
ど
誘
客
面
で
の
効
果

も
う
か
が
え
る
状
況
だ
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ

く
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
」を
策
定
し
、県
内
で
唯
一
、

国
認
定
を
受
け
た
甘
楽
町
は
、

手
厚
い
交
付
金
を
活
用
し
、
城

下
町
小
幡
の
景
観
づ
く
り
を
進

め
る
。国
名
勝
の
大
名
庭
園「
楽

山
園
」
周
辺
の
武
家
屋
敷
や
歴

史
的
な
水
路
「
雄お

川が
わ

堰ぜ
き

」
の
保

存
整
備
を
事
業
の
柱
に
交
流
人

口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

片
品
村
は
独
自
の
花
の
谷
景

観
条
例
を
定
め
て
い
る
が
、
法

的
な
規
制
が
弱
く
、
本
年
度
か

ら
景
観
計
画
策
定
の
協
議
を
始

め
た
。
村
内
で
増
加
す
る
太
陽

光
発
電
設
備
の
規
制
も
計
画
に

盛
り
込
む
方
針
と
い
う
。

景
観
条
例
を
制
定
し
て
い
る

県
は
県
内
の
状
況
に
つ
い
て

「
景
観
計
画
は
地
域
の
実
情
を

知
る
市
町
村
ご
と
に
作
る
の
が

基
本
。
県
は
市
町
村
の
支
援
に

力
を
入
れ
た
い
」と
し
て
い
る
。

災
害
時
の

業
務
計
画

市
町
村
が
策
定

太
陽
光

景
観

両
立
が
課
題

「
景
観
」
を
政
策
的
に
考
え

る
上
で
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

規
制
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
環
境
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
面
で
は
設
置
が
推
奨
さ

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
景
観

保
護
と
の
両
立
が
課
題
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

上
毛
三
山
を
は
じ
め
、
豊
か

な
自
然
は
本
県
の
重
要
な
観
光

資
源
と
な
る
。
太
陽
光
発
電
設

備
が
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
れ
ば

景
観
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
、

富
岡
市
な
ど
は
条
例
に
よ
る
規

制
も
検
討
し
て
い
る
。
都
市
整

備
を
研
究
す
る
高
崎
経
済
大
地

域
政
策
学
部
の
大
沢
昭
彦
准
教

授
は
景
観
保
護
の
観
点
か
ら
、

「
条
例
に
加
え
、
景
観
計
画
で

も
発
電
設
備
設
置
に
関
す
る
規

制
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
訴
え
て
い
る
。（

紋
谷
貴
史
）

大賞を受賞し 笑顔の奥谷さん 右 と

大沢知事＝ヤマダグリーンドーム前橋

起
業
家
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ

ー
ド
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
２
０
１
７
」

（
上
毛
新
聞
社
主
催
、
田
中
仁

財
団
共
催
）
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
が
２
日
、
前
橋
市
の
ヤ

マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
で

開
か
れ
た
。
最
終
審
査
に
残
っ

た

組
が
独
自
の
事
業
プ
ラ
ン

を
発
表
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

患
者
の
飲
食
店
探
し
を
手
助
け

す
る
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

む
中
央
中
等
教
育
学
校
５
年
の

奥
谷
哲
郎
さ
ん

が
最
高
賞

の
大
賞
に
輝
い
た
。
高
校
生
の

大
賞
受
賞
は
初
め
て
。

５
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

過
去
最
多
と
な
る
１
８
５
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。
１
、
２
次
審

査
を
通
過
し
た
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
は
社
会
の
課
題
解
決
な
ど
に

つ
な
が
る
新
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
訴
え
、
慶
応
大
の
国
領
二
郎

教
授
ら
６
人
が
審
査
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門
は
高

校
生
の
部
で
利
根
実
業
高
３
年

の
大
塚
菜
々
実
さ
ん
と
原
沢
藍

子
さ
ん
、
大
学
生
・
専
門
学
校

生
の
部
で
共
愛
学
園
前
橋
国
際

大
３
年
の
工
藤
龍
広
さ
ん
、
一

般
の
部
で
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の

星
野
智
昭
さ
ん

‖
桐
生

市
、
創
業
５
年
未
満
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
部
門
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ソ
ン
リ
ッ
サ
（
甘
楽
町
）
の
萩

原
涼
平
さ
ん

、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
門
は
三
田
三
昭
堂

（
館
林
市
）
の
三
田
英
彦
さ
ん

が
入
賞
し
た
。

表
彰
式
後
の
交
流
会
で
、
実

行
委
員
長
を
務
め
る
同
財
団
代

表
理
事
の
田
中
仁
・
ジ
ン
ズ
社

長
は
「
初
め
て
大
賞
に
高
校
生

が
選
ば
れ
、
未
来
の
芽
が
育
っ

て
い
る
と
実
感
し
た
。
群
馬
の

活
力
を
生
み
出
す
起
業
が
今
後

も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

会
場
で
は
県
内
の
ク
ラ
フ
ト

作
家
ら
が
出
展
す
る
「
群
馬
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

も
同
時
開
催
さ
れ
、
計
約
３
５

０
０
人
が
来
場
し
た
。

災
害
時
に
行
政
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
し
て
い
る

県
内
市
町
村
は
６
月
１
日
時
点

で
、

・
４
％
に
当
た
る

市

町
村
だ
っ
た
こ
と
が
、
２
日
ま

で
の
総
務
省
消
防
庁
の
ま
と
め

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
昨
年
４

月
の
前
回
調
査
か
ら

市
町
村

増
え
た
。
本
年
度
中
に

市
町

村
（

・
９
％
）
と
な
る
見
込

み
。今

年
６
月
１
日
時
点
で
未
策

定
だ
っ
た
の
は
、
み
ど
り
、
上

野
、
甘
楽
、
草
津
、
東
吾
妻
、

川
場
、
昭
和
、
板
倉
、
明
和
、

邑
楽
の

市
町
村
。こ
の
う
ち
、

み
ど
り
、
甘
楽
、
板
倉
、
明
和

の
４
市
町
は
本
年
度
中
に
策
定

を
終
え
る
予
定
。

計
画
の
内
容
は
自
治
体
ご
と

に
異
な
り
、
策
定
済
み
の

市

町
村
の
う
ち
、
他
自
治
体
か
ら

の
応
援
受
け
入
れ
に
関
す
る
規

定
を
設
け
て
い
る
の
は
桐
生
、

太
田
、
渋
川
、
富
岡
、
神
流
、

片
品
、玉
村
の
７
市
町
村
の
み
。

昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
受

け
入
れ
の
担
当
者
が
不
明
確
で

混
乱
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
消

防
庁
は
「
計
画
は
充
実
の
余
地

が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

歴史的なまち並みや農村風景など良好な

景観を守るため、景観法に基づく「景観計

画」を策定する動きが自治体間に広がって

いる。本県ではこれまでに 市町村が策定済み。「世

界遺産がある」「温泉地を抱えている」｜など地域の

特性はさまざまで、各地で自治体や住民が主体となり、

地元の実情に合わせた景観づくりが進められている。
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（１） 明治20年創刊 （日刊）(平成２９年)
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群馬イノベーションアワード ＧＩＡ 次代を担

う起業家や起業家精神を持った人材を発掘し 県内

国内のイノベーション機運を高めるプロジェクト

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪

⊃

総 評

大
賞
を
受
賞
し
た
奥
谷

哲
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
部

門
賞
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い

を
申
し
上
げ
た
い
。
群
馬

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー

ド
を
主
催
、
支
援
す
る
皆

さ
ん
に
も
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
。
こ
れ
だ
け
の

規
模
で
掘
り
起
こ
し
や
コ

ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
む
努

力
を
続
け
た
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
。
こ
の
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
が
他
県
に
も
広
が
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
う
。

惜
し
く
も
部
門
賞
を
逃

し
た
人
も
、
過
去
最
高
の

１
８
５
件
の
中
か
ら
選
ば

れ
て
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
お

り
、健
闘
を
た
た
え
た
い
。

壇
上
ま
で
到
達
で
き
な
か

っ
た
人
も
、
い
つ
の
日
か

や
っ
て
や
る
と
い
う
思
い

で
ま
た
挑
戦
し
て
ほ
し

い
。

組
が
１
次
の
書
類
審

査
を
通
過
し
、

組
が
フ

ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
に
進

ん
だ
。
審
査
は
票
数
が
か

な
り
拮き

っ

抗こ
う

し
、
と
て
も
難

し
い
決
定
だ
っ
た
。
受
賞

者
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
手
堅
く
確
実
に
ビ
ジ
ネ

ス
で
き
る
と
い
う
よ
り
、

世
の
中
の
重
要
な
課
題
に

果
敢
に
取
り
組
も
う
と
す

る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
と

思
う
。

今
回
、
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
部
門
）
高
校
生
の
部

か
ら
大
賞
が
出
た
。
大
学

の
教
員
、
そ
し
て
そ
れ
以

上
に
日
本
の
未
来
を
考
え

る
人
間
と
し
て
、
若
い
世

代
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
出
て
き
て
い
る

こ
と
を
と
て
も
頼
も
し
く

思
っ
て
い
る
。

今
年
は
新
た
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
、
米
国
・
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
研
修
で
高

校
生
が
発
表
す
る
の
を
手

伝
う
。
行
く
か
ら
に
は
日

本
は
す
ご
い
と
思
わ
せ
た

い
。

国
領

二
郎
さ
ん
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課
題
に
挑
む
姿
勢
評
価

星野 智昭さん

ツ
レ

が
旅
を
提
案

２
年
前
に
生
ま
れ
育
っ

た
桐
生
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
星
野
智
昭
さ
ん

は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
企

業
の
会
社
案
内
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
を
手
掛
け

る
。
「
地
域
の
人
た
ち
の

地
元
に
対
す
る
愛
と
旅
す

る
人
の
愛
を
つ
な
ぎ
た
か

っ
た
」
と
「
ツ
レ
タ
ビ
」

サ
ー
ビ
ス
を
考
案
し
た
。

一
人
旅
の
需
要
は
増

え
、
訪
日
外
国
人
客
の
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い

る
。
世
界
・
全
国
各
地
の

「
知
り
合
い

ツ
レ
」が
、

旅
行
者
の
好
み
に
合
わ
せ

て
旅
を
提
案
・
演
出
し
て

く
れ
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
す
。
「
地
元
の
人

た
ち
の
期
待
と
旅
す
る
人

の
満
足
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
し
た
い
」
と
話
す
。

入
賞
を
手
に
し
、
「
群

馬
は
横
で
つ
な
が
っ
て
い

き
や
す
い
。
そ
こ
が
良
い

所
」
と
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

に
意
気
込
む
。

山
本
龍
前
橋
市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
星
野
さ
ん

右

三田 英彦さん

植
木
鉢
を
遠
隔
管
理

三
田
三
昭
堂（
館
林
市
）

社
長
の
三
田
英
彦
さ
ん

は
、
水
分
や
温
度
な

ど
が
分
か
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン

サ
ー
の
付
い
た
植
木
鉢
を

遠
隔
管
理
し
、
季
節
ご
と

に
多
品
種
の
樹
木
を
シ
ェ

ア
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
Ｉ
ｏ

Ｔ
樹
木
鉢
」
を
提
案
し
入

賞
し
た
。

地
元
館
林
市
は
日
本
一

暑
い
地
域
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
が
、
緑
地
帯
な
ど

場
所
に
よ
っ
て
は
数
度
低

い
所
も
あ
る
。
緑
化
を
推

進
し
て
温
度
上
昇
を
抑

え
、
季
節
ご
と
の
花
々
で

心
も
癒
や
さ
れ
る
と
し

て
、
プ
ラ
ン
を
考
え
た
。

今
月
か
ら
市
内
で
実
証

実
験
を
開
始
す
る
。
事
業

を
進
め
る
た
め
の
会
社
も

設
立
し
た
。
農
家
や
Ｉ
Ｔ

技
術
者
、
造
園
業
者
ら
と

連
携
し
、
耕
作
放
棄
地
を

使
っ
た
林
業
も
手
掛
け
る

構
想
だ
。
「
現
世
の
花
咲

か
じ
じ
い
と
な
っ
て
地
球

を
明
る
く
し
た
い
」
と
力

を
込
め
た
。

群
馬
経
済
同
友
会
・
斎
藤
一
雄
代
表
幹
事
か
ら
表
彰
を
受
け
る
三
田
さ
ん

右

工藤 龍広さん

葬
儀
の
教
養
を
提
供

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大

３
年
の
工
藤
龍
広
さ
ん

は
、
家
族
を
亡
く
し

た
人
と
企
業
、
社
会
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
事
業
「
ウ
ィ

ル
・
モ
ー
ル
」
を
提
案
し

た
。
万
が
一
の
時
で
も
慌

て
ず
に
対
応
で
き
る
教
養

や
意
思
決
定
の
仕
方
を
提

供
す
る
。

そ
の
一
つ
の
「
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
教
育
」
は
動
画
配

信
と
経
験
者
に
よ
る
レ
ビ

ュ
ー
、
地
域
別
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
主
軸
と
な
る
。
若

者
の
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
利
用
率
の
高

さ
に
注
目
し
た
。

事
業
の
収
益
性
に
つ
い

て
も
言
及
し
、
葬
祭
業
の

市
場
規
模
か
ら
み
て
、
需

要
を
取
り
込
め
ば
利
益
が

見
込
め
る
と
し
た
。

大
学
入
学
当
初
か
ら
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
研
究
。

「
『
ぐ
ん
ま
の
す
き
や
き

ま
ん
』
や
『
小
切
古
味

お

っ

き

り

こ

み

』

が
商
品
化
さ
れ
、
ネ
ッ
ト

や
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
金
子
正
元
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
工
藤
さ
ん

右

大塚 菜々実さん

原沢 藍子さん

利
根
実
業
高
３
年
の
２

人
は
、
店
舗
数
が
増
加
し

て
い
る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
の
利
便
性
を
高
め
よ
う

と
、
カ
ラ
オ
ケ
を
併
設
し

た
新
業
態
の
「
カ
ラ
ン
ド

リ
ー
」
を
考
え
た
。
洗
濯

物
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
洗
濯

終
了
後
に
は
カ
ラ
オ
ケ
ル

ー
ム
に
連
絡
す
る
な
ど
、

具
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
練
っ
た
。

発
表
で
は
、
聴
衆
に
分

か
り
や
す
く
事
業
内
容
を

紹
介
す
る
た
め
、
母
と
娘

の
対
話
方
式
を
採
用
し

た
。
洗
濯
の
待
ち
時
間
に

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
め
る
だ

け
で
な
く
、
深
夜
で
も
店

員
が
常
駐
し
て
い
る
た
め

女
性
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
と
い
っ
た
利
点
を
ま

と
め
た
。

入
賞
し
て
米
国
で
発
表

す
る
機
会
を
得
た
２
人
は

「
う
ま
く
英
語
が
話
せ
る

の
か
不
安
で
す
が
、
精
い

っ
ぱ
い
努
力
し
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
た
。

洗
濯

カ
ラ
オ
ケ
融
合

笠
原
寛
県
教
育
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る

右
か
ら

原
沢
さ
ん
と
大
塚
さ
ん

「
心
臓
が
ど
き
ど
き
し

て
い
る
。
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
賞
を
い
た
だ
け
、
う

れ
し
い
気
持
ち
と
、
ま
た

始
ま
る
新
た
な
体
験
に
対

す
る
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」
。
大
賞
を
受
賞
し
た

直
後
の
ス
ピ
ー
チ
。
わ
き

起
こ
る
拍
手
の
中
、
中
央

中
等
教
育
学
校
５
年
の
奥

谷
哲
郎
さ
ん

の
満
面

の
笑
み
が
特
大
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
た
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者

が
、
安
心
し
て
食
事
が
で

き
る
飲
食
店
を
簡
単
に
探

せ
る
ア
プ
リ
の
事
業
プ
ラ

ン
を
発
表
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
の
名
称
は
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｔ
（
フ
リ
ー
ト
）
」
。
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
登
録
ユ

ー
ザ
ー
を
グ
ル
ー
プ
化

し
、
飲
食
店
の
情
報
を
共

有
す
る
。
自
分
と
同
じ
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
が
行

っ
た
店
の
情
報
を
簡
単
に

検
索
で
き
る
。

自
ら
も
ア
レ
ル
ギ
ー
で

苦
し
ん
で
き
た
。
子
ど
も

の
頃
は
卵
や
乳
製
品
、
今

も
そ
ば
な
ど
が
食
べ
ら
れ

な
い
。
日
本
で
は
飲
食
店

の
ア
レ
ル
ゲ
ン
情
報
の
開

示
が
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら

ず
、
知
識
に
も
差
が
あ
る
。

店
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
と
「
分
か

ら
な
い
の
で
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

も
。
理
不
尽
な
思
い
を
す

る
人
を
な
く
し
た
い
と
い

う
強
い
情
熱
が
あ
る
。

中
学
生
の
頃
か
ら
起
業

を
考
え
て
き
た
。
昨
年
参

加
し
た
学
生
向
け
の
群
馬

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
で
、
そ
の
思
い
を
強
く

し
た
。
「
ビ
ジ
ネ
ス
は
お

金
の
た
め
だ
け
で
な
く
社

会
問
題
の
解
決
に
な
る
こ

と
を
知
っ
た
」

受
賞
特
典
と
し
て
、
慶

応
大
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
で
プ
ラ
ン

を
磨
き
、
米
国
・
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
で
発
表
す
る
。

「
憧
れ
の
地
で
最
高
の
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
前
向

き
な
話
題
を
提
示
し
た

い
」
。
来
年
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
開
始
を
目
指
す
。
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群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
の
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
は
、
過
去
最
多
の
応
募
１
８
５
件
の
中

か
ら
選
ば
れ
た

組
が
、
画
期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や

事
例
を
発
表
し
た
。Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

活
用
か
ら
地
元
食
材
を
用
い
た
ブ
ラ
ン
ド
化
ま
で
、
地
域

課
題
に
目
を
向
け
た
提
案
が
そ
ろ
っ
た
。
初
め
て
高
校
生

が
大
賞
を
射
止
め
る
な
ど
、
若
き
ア
イ
デ
ア
が
輝
き
を
放

っ
た
。

奥谷 哲郎さん

ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
共
有

萩原 涼平さん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
ン
リ
ッ

サ
（
甘
楽
町
）
理
事
長
の

萩
原
涼
平
さ
ん

は
、

会
話
の
少
な
い
高
齢
者
の

孤
独
を
解
消
し
「
シ
ニ
ア

が
支
え
合
い
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
社
会
」
を
目
指
そ
う

と
、
ビ
デ
オ
通
話
型
シ
ニ

ア
相
互
会
話
サ
ー
ビ
ス

「
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
を

発
表
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

部
門
（
創
業
５
年
未
満
）

を
制
し
た
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
甘
楽
町
に
移
住
。

多
様
な
趣
味
や
価
値
観
を

持
つ
活
動
的
な
シ
ニ
ア

と
、
話
し
相
手
の
い
な
い

全
国
の
高
齢
者
と
の
ビ
デ

オ
通
話
を
利
用
し
た
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
を

提
案
し
た
。

通
話
に
よ
っ
て
、
お
年

寄
り
の
生
き
が
い
や
居
場

所
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な

げ
た
い
考
え
だ
。
「
長
期

的
に
社
会
に
い
い
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
、
人
が
幸
せ

に
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く

り
た
い
」と
力
を
込
め
る
。

高齢者の孤独解消

県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
曽
我
孝
之
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
萩
原
さ
ん

右
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(平成２９年)（９） (平成２９年)（９）



フ
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ナ
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ト

プ
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ン
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特
別
講
演

特
別
講
演

◀
◀
◀
◀

ビジネスプラン部門 高校生の部

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

ビジネスプラン部門 大学生・専門学校生の部

中央農業グリーン
専門学校２年

松沢 尚樹さん

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

ビジネスプラン部門 一般の部

エムダブルエス日高
太田デイトレセンター

松本 博さん

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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グラフィックデザイナー

馬場 早苗さん
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ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

勢多農林高フードバイオ
研究部

新保 優香さん ３年

田村 千夏さん 同

藤井 美優さん ２年

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
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⇔
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⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

麹
こうじ

菌を販売する麹屋からヒ

ントを得て、家庭や店舗向けに

世界で一つだけのオリジナル酵

母を販売する「酵母屋」を考案

した。

天然酵母の分離と増殖法を研

究し、食べられない植物から酵

母を採取することに成功。顧客

の注文を受け、思い出の場所や

記念樹から採取した酵母をパン

や菓子といったギフトに活用す

るサービスを考えた。

新保さんは「研究の集大成と

して大きなステージで発表で

き、光栄」と声を弾ませた。

町の自慢である水と温泉をも

っと知ってもらおうと、天然水

を利用したカフェを企画。沼田

市内のコーヒー店と協力し、オ

リジナルコーヒーを開発した。

ケータリングカーを使って、

今年６月から９月まで観光客ら

に販売。粗利率を抑えつつも最

終的に利益を確保した。外国人

観光客を通して日本全国、世界

への発信を目指す。

川端さんは「発表できたのは

協力してくれた地域の人のおか

げ。緊張したが全力を出し切れ

た」と話した。

家庭菜園がブームとなる中、

音楽を利用して植物の生育を促

進し、超音波によって害虫を近

づけないようにする機器のアイ

デアを提案した。

植物が根から水分や養分を吸

収して、全体に運ぶ毛細管現象

にも注目し、音楽を聴かせるこ

とで、音の振動で同現象が促進

や抑制される可能性について言

及した。

「群馬の農業が発展する力に

なりたい。高校時代から音楽が

植物に与える影響を研究してい

た」と話した。

利根商業高

千木良優斗さん ３年

川端 雄哉さん 同

生方 優奈さん １年

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
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⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

要支援・要介護の高齢者が、

縦横無尽に走るデイサービスの

送迎車に相乗りできることで交

通弱者を支援する仕組みをつく

る。利用者はアプリを使って依

頼すると、近くを走る送迎車が

配車され、送迎サービスを受け

られる。

システムは８割完成。今後は

割り込み乗車の実証実験に取り

組む。課題はスマートフォンを

持たない高齢者がまだ多い点。

しかし「これからの高齢者はス

マホを使いこなせるはず」と自

信をみせる。

「群馬の魅力度が低いのはデ

ザインを生かせていないから」

とし、魅力を伝えられるデザイ

ナーに会う場としてオンライン

のデザイン展示場を提案する。

デザイナーと地元経営者をつな

ぐデザインの地産地消が目標

だ。

自身もデザイナー。独立して

技術に自信はあっても、知って

もらうすべがなかった デザイ

ンの現場は実際のデザインより

も営業力がものをいう。こんな

サービスがあったらという思い

だった」と実感を込め発表した。
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エ
バ
ー
ノ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
元

会
長

外
村

仁
氏

¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

ほ
か
む
ら
・
ひ
と
し

１
９
６
３
年
、
熊
本
県
生

ま
れ
。
ア
ッ
プ
ル
社
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
な

ど
を
歴
任
し
、
自
ら
も
起
業
を
経
験
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
で
は

入
賞
者
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
研
修
に
毎
年
協
力
し
て

い
る
。
米
国
在
住
。

自
ら
課
題
設
定
す
る
力
を

最
近
の
日
本
製
品
は
面

白
く
な
い
。
そ
ん
な
話
を

聞
く
こ
と
が
あ
る
。
日
本

企
業
は
新
製
品
を
作
る
と

き
、
今
あ
る
技
術
を
ど
う

応
用
す
る
か
と
い
う
考
え

に
立
つ
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
に
対
し
米
国
の
新
興
企

業
は
、
世
の
中
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
何
が
必
要

か
と
い
う
発
想
が
出
発
点

だ
。
売
り
手
側
か
ら
で
は

な
く
、
顧
客
側
か
ら
見
る

と
い
う
視
点
の
違
い
は
大

き
い
。

米
国
で
起
業
し
て

年

目
に
な
る
が
、
こ
こ
数
年

の
社
会
の
変
化
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
速
い
。
小
売
業

で
は
実
店
舗
が
減
少
し
、

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
オ
ン
ラ
イ

ン
店
の
売
り
上
げ
が
急

増
。
音
声
認
識
の
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
を
備
え
た
製

品
が
普
及
し
、
自
動
運
転

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
宅
配
サ

ー
ビ
ス
が
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

世
の
中
を
変
え
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に

は
、
発
想
を
変
え
な
く
て

は
い
け
な
い
。
す
ぐ
に
で

き
る
の
は
、
言
葉
の
使
い

方
を
変
え
る
こ
と
。
例
え

ば
「
学
ぶ
」
と
い
う
言
葉

を
使
わ
ず
「
発
見
す
る
」

と
言
い
換
え
る
。
も
と
も

と
答
え
が
存
在
す
る
も
の

を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
ゼ

ロ
か
ら
見
つ
け
る
と
い
う

態
度
を
取
っ
て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
社
会
で
は

課
題
に
対
し
「
解
答
」
す

る
力
が
重
視
さ
れ
た
。
最

近
は
問
題
を
「
解
決
」
す

る
力
が
大
切
に
さ
れ
る
。

今
後
は
さ
ら
に
、
何
が
問

題
な
の
か
も
分
か
ら
な
い

状
態
か
ら
課
題
を「
設
定
」

す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

日
本
は
前
例
が
な
か
っ

た
り
、
う
ま
く
い
く
証
拠

が
な
け
れ
ば
行
動
を
起
こ

さ
な
い
と
い
う
「
オ
プ
ト

イ
ン
」
の
社
会
。
こ
れ
に

対
し
米
国
は
新
し
い
こ
と

を
ま
ず
は
始
め
、
や
り
な

が
ら
直
し
て
い
く
「
オ
プ

ト
ア
ウ
ト
」
の
社
会
と
言

え
る
。

だ
か
ら
群
馬
を
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
場
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
新
し
い
発

想
を
持
っ
た
人
に
「
一
緒

に
や
っ
て
み
よ
う
」
と
周

囲
が
支
え
る
環
境
に
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
皆

さ
ん
が
幸
せ
な
の
は
、
群

馬
に
は
既
に
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
成
功
さ
せ
た
先
輩

た
ち
が
い
る
こ
と
。
こ
う

し
た
人
た
ち
と
話
し
、
薫

陶
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

新
し
い
群
馬
の
名
物
に
し

て
ほ
し
い
。

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

解
決
策
を
提
案
し
、
世
の

中
を
良
く
す
る
実
感
を
持

つ
。
そ
ん
な
高
校
生
や
大

学
生
が
こ
の
会
場
か
ら
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、５
年
後
、

年
後
の
Ｇ
Ｉ
Ａ
が
大
き

く
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

る
。

ファイナリストのプレゼンに聞き入る来場者

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
群
馬
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

アワードを盛り上げた高崎商大附高のペップアーツ部

ＣＡＮＯＰＹ迫力ある演奏を披露する高崎頼政太鼓

交
流
会
で
歓
談
す
る
出
席
者

会場となったヤマダグリーンドーム前橋

多くの来場者で埋まった会場

真剣な表情で発表を見つめる審査委員

製
品
や
サ
ー
ビ
ス

14
ブ
ー
ス
で
紹
介

歴
代
フ
ァ
イ

ナ

リ

ス

ト

Ｇ
Ｉ
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
ブ
ー
ス
で
は
、
歴
代
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
が
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。
過

去
４
年
間
の
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
に
よ
る

ブ
ー
ス
が

並
び
、
訪
れ
た
人
が
開
発

過
程
に
つ
い
て
熱
心
に
質

問
し
た
り
、
商
品
を
試
し

た
り
し
て
い
た
。

利
根
実
業
高
は
２
０
１

６
年
に
発
表
し
た
「
戦
国

米
セ
ッ
ト
」
を
特
別
価
格

で
販
売
。
生
徒
が
甲か

っ

冑
ち
ゅ
う

姿
で
会
場
を
歩
き
、
商
品

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

ソ
バ
の
大
規
模
な
６
次

産
業
化
に
取
り
組
み
、

年
に
大
賞
を
受
賞
し
た
高

井
雄
基
さ
ん

‖
渋
川

市
‖
は
Ｇ
Ｉ
Ａ
を
通
し
て

異
業
種
の
人
と
つ
な
が
れ

た
と
し
、
「
高
校
生
や
若

い
起
業
家
に
と
っ
て
良
い

機
会
」
と
話
し
た
。
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大賞受賞の奥谷さん 左から３人目 を囲むＧＩＡ実行委員
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プリマベーラ

萩原 隆介さん
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あぶらや

延山 知正さん
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じぶんカンパニー

池田 道成さん
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門

美容・理容業を離れた人から

はさみを買い、中古品として販

売する事業を発表した。

自身も元美容師。働き始めた

時、ローンではさみを購入し、

苦労した。新品は３丁で平均

万円だが、中古なら３万円だ。

新たな市場をつくり、売買した

い人のニーズに応えていく。

４月に本格的に事業を開始。

「自分の考えが形となり発表も

できた。会社の人たちに感謝し

ている」と述べた。

前橋市の中心商店街、弁天通

りからランニング文化を全国に

発信し、アーケード街を活性化

する事業を展開している。

広瀬川沿いや雨の影響を受け

ないアーケード街を走ってもら

い、かつてのにぎわい復活を試

みる。事業を加速させるため、

トレーナーを配置し、シャワー

ルームやコインロッカーを備え

たランニングステーションづく

りに乗り出す。「人と街を健康

にしていきたい」と述べた。

自社農園で栽培したコシヒカ

リに県産食材を中心に盛り込ん

だ冷凍釜飯を開発した。職人が

じか火で炊き上げ、おこげの風

味も楽しめる。

最新技術で出来たてを冷凍

し、電子レンジで温めるだけで

手軽に味わえるようにした。大

手百貨店や航空会社のカタログ

に採用され、県外から多くの注

文が寄せられている。

板倉から上州のおいしさ 群

馬の誇りを届ける と意気込む

吉田製麺

吉田 幸二さん
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⇒

おいしくて自慢できるパスタ

ブランドを確立しようと、「パ

スタの街」をうたう高崎市内に

県産の小麦を使った生パスタ専

門の製麺所を立ち上げた。

高崎産小麦100％の生パスタ

をＪＡたかさきと共同開発し、

市内の店舗に供給している。だ

るまの形状の麺も開発中だ。

「大勢が関わってくれ、ジャ

パスタリアというブランドをお

披露目する機会を与えてもらっ

た」と感謝した。
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⇔歴代ファイナリストが製品やサービスを

紹介したＧＩＡファイナリストブース
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同
時
開
催
さ
れ
た
群
馬

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、
県
内
を
拠
点

に
活
動
す
る
作
家
ら
が
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
陶
芸
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

手
作
り
品
を
販
売
し
た
。

約

の
ブ
ー
ス
が
並
び
、

大
勢
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

県
内
で
駆
除
、
捕
獲
さ

れ
た
野
生
動
物
の
皮
を
使

っ
た
革
小
物
、
本
県
の
形

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
雑
貨
と
い
っ
た

特
色
あ
る
作
品
も
多
く
、

来
場
者
の
目
を
引
い
て
い

た
。作

家
に
教
わ
り
な
が
ら

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
や
ク
ッ

キ
ー
な
ど
を
作
る
体
験
教

室
も
開
催
。
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
っ
た
前
橋
清
里
小
５

年
の
斉
藤
龍
美
君

は

「
初
め
て
だ
っ
た
の
で
楽

し
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
横

に
飾
り
た
い
」
と
喜
ん
で

い
た
。

地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
人
気
を
集
め
た
。

陶芸やイラスト
手作り品を販売
イノベーションマーケット

緊張した面持ちで発表を待つ高校生

表
彰
式
後
に
交
流
会
が

行
わ
れ
、
出
場
者
を
は
じ

め
審
査
委
員
や
企
業
経
営

者
ら
が
食
事
を
楽
し
み
な

が
ら
懇
談
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
上

毛
新
聞
社
の
北
村
幸
雄
社

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
「
今

回
初
め
て
高
校
生
が
大
賞

を
取
っ
た
。
群
馬
を
背
負

っ
て
い
く
、
こ
う
し
た
若

者
が
次
々
と
出
て
き
て
ほ

し
い
」
と
願
っ
た
。

実
行
委
員
４
人
も
登
壇

し
て
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述

べ
た
。
実
行
委
員
長
を
務

め
た
ジ
ン
ズ
の
田
中
仁
社

長
は
「
地
域
に
活
力
を
生

み
出
す
に
は
起
業
が
必
要

だ
。
群
馬
が
全
国
に
先
駆

け
て
活
力
を
生
む
地
域
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
。

コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
腰
高
博
社
長
は

「

〜

代
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
が
知
見
と
経
験
を
生

か
し
て
起
業
し
て
ほ
し

い
」
と
し
た
。

「
若
者
が
素
晴
ら
し
い

プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
た
び
自

分
も
年
を
取
っ
た
な
と
感

じ
る
」
と
話
す
の
は
相
模

屋
食
料
の
鳥
越
淳
司
社

長
。
２
次
審
査
の
裏
話
を

披
露
し
て
笑
い
を
誘
っ

た
。
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の

荒
井
正
昭
社
長
は
「
事
業

を
始
め
て
か
ら
、
次
第
に

社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社

に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

な
と
思
っ
た
」
と
自
身
の

経
験
を
紹
介
し
た
。

岡
山
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
や
石
川
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の

担
当
者
も
出
席
し
、
今
後

も
連
携
し
て
全
国
に
活
動

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

起
業
で
地
域
に
活
力
交
流
会

熱のこもったプレゼンをする出場者

ステージに飾られたＧＩＡのロゴ

入賞が発表された瞬間 抱き合って喜ぶ

利根実業高の大塚さん 左 と原沢さん

ステージ上で手を振るファイナリストと審査委員
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(日曜日) (１０)（平成２９年）（平成２９年） (日曜日)(１１) (日曜日) (１０)（平成２９年）（平成２９年） (日曜日)(１１)








